地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所開放研究室
入居申請書
平成　　年　　月　　日
地方独立行政法人

大阪府立産業技術総合研究所
　　　理　事　長 　　様　　　　　　　　　　　〒
　申請者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　会社名
　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（印）　
　　　　電話番号　　　　　（　　　）
　　　　Fax番号　　　　　（　　　）
　　　　E-mail：
　地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所開放研究室入居及び利用に関する規程を了解し、開放研究室の入居を下記の通り申請します。

１　入居希望室
　 □ 86㎡タイプ  
□ 46㎡物理系タイプ  　
□ 46㎡化学系タイプ
２　入居希望期間　　平成　　　年　　　月　　　日 から 平成　　　年　　　月　　　日まで　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
３　研究者（区分欄には、主担、副担、担当者の区分をご記入下さい）
	区分
	氏　名
	住所・連絡先
	所属・役職

	主担


	
	〒


	

	
	
	〒


	

	
	
	〒


	

	
	
	〒
	


４　入居目的　□研究所の研究員と技術的課題を解決する事で自社の技術レベルの向上を図る（技術の高度化）

　　　□研究所の研究員と新製品を創出する（製品開発）

　　　□研究所の機器や設備を利用し自社で研究開発を進める

　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　入居の具体的なねらい・動機：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　入居後の開放研究室での活動概要（詳細は別紙３に記載）
　　研究テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
概要：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　搬入設備品　　
	No.
	品　名
	数量

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（工事が必要な場合は、必ず事前に産技研に許可を得てください）
７　使用危険物・薬品・ガス等　　
	No.
	品　名
	数量
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


８　これまで、産技研を利用したことがある場合は、対応した研究員名をご記入下さい。

①　　　　　　　　科（課）　　　　　　　研究員　　　②　　　　　　　科（課）　　　　　研究員

③　　　　　　　　科（課）　　　　　　　研究員　　　④　　　　　　　科（課）　　　　　研究員

９　推薦状（推薦者がない場合は記入不要です）

１０　技術（研究）に関し希望する支援



□ 依頼試験　　□ 機器設備　　□ 受託研究　□ 共同研究　□ 技術相談　　

　　　　　　　　
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１　技術（研究）の他に希望する支援

　

□ 法務　　□ 財務経理　　□ 労務人材　　□ 資金　　□ 市場販売　　□ 商品開発



□ 特許　　□ 広告プロモーション　　□ 公的支援（国、大阪府等の補助金）　　

　　　　　　
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別紙２





入　居　推　薦　状


本申請について申請者から協力依頼があり、内容を吟味したところ、適切であると判断したので入居を推薦します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日


　　　　　　　　　　　　　　所属・職名　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　(印)


本申請に関する協力内容


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


協力に当たっての課題


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








